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主 な 話 題
●

札幌北広島環状線で豊平川橋梁建設
●

札幌第4合同庁舎Ⅱ期来年度事業化
●

2024年度北海道開発予算概算要求
●

地下鉄東西線新さっぽろ駅周辺で2018年12月から着手している「マール
ク新さっぽろ」Ｉ街区開発プロジェクトの完成予想図（上）。2023年11月
開業予定の商業施設「ＢｉＶｉ（ビビ）新さっぽろ」（下）が完成すると、
高層マンション、医療機関、ホテル、立体駐車場などで構成する街区全体が
供用となります。

さっぽろ季節労働者通年雇用促進支援協議会



札
幌
北
広
島
環
状
線
は
、札
幌
市

西
区
宮
の
沢
の
国
道
5
号
と

の
交
差
点
か
ら
北
区
新
琴
似
・
屯
田
、

東
区
福
移
・
中
沼
、江
別
市
角
山
な
ど

を
経
由
し
て
、北
広
島
市
共
栄
で
国
道

2
7
4
号
と
交
差
す
る
、総
延
長
約
42

㎞
の
主
要
幹
線
道
路
で
す
。

主
要
道
道
江
別
恵
庭
線
と
接
続
し
、

札
幌
市
～
恵
庭
市
間
の
周
辺
市
町
村
の

物
流
、地
域
連
携
な
ど
を
支
え
る
「
札

幌
圏
連
携
道
路
」に
位
置
付
け
ら
れ
る

3
3
7
号
（
道
央
圏
連
絡
道
路
）の
補

完
、交
差
す
る
国
道
2
7
5
号
な
ど
の

主
要
道
道
札
幌
北
広
島
環
状
線
の
豊
平
川
横
断
橋
含
む

未
整
備
区
間
7
・
2
㎞
、2
0
3
6
年
度
完
成
へ

─ 
北
海
道
と
札
幌
市
が
分
担
し
て
整
備

北
海
道
と
札
幌
市
は
、主
要
道
道
の
札
幌
北
広
島
環
状
線
で
、未
整
備
と
な
っ

て
い
る
札
幌
市
東
区
中
沼
町
～
江
別
市
工
栄
町
間
約
7
・
2
㎞
に
つ
い
て
、

2
0
2
4
年
度
か
ら
の
事
業
化
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
片
側
2
車
線
の
4
車
線

道
路
で
整
備
し
、区
間
内
に
は
豊
平
川
を
横
断
す
る
長
さ
3
4
6ｍ
の
橋
梁
の

新
設
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
2
0
2
7
年
度
に
も
着
工
し
、2
0
3
6
年
度

の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

重
要
な
路
線
で
す
が
、未
整
備
と
な
っ

て
い
る
札
幌
市
東
区
中
沼
町
～
江
別
市

工
栄
町
の
間
に
は
市
境
に
流
れ
る
豊
平

川
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
札
幌
市
内
で
は
「
3
・
2
・

6
1
6
屯
田・茨
戸
通
」と
し
て
新
ル
ー

ト
の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

札
幌
北
広
島
環
状
線
の
整
備
が
完

了
す
る
と
、石
狩
湾
新
港
へ
の
時
間
短

縮
な
ど
札
幌
圏
の
物
流
効
率
化
や
、並

行
し
て
走
る
地
域
高
規
格
道
路
の
国
道

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
箇
所
の
緩
和
な
ど

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
か
ら
事
業
着
手
を
予

定
す
る
約
7
・
2
㎞
の
区
間
は
、国
道

2
7
5
号
を
境
に
北
工
区
の
5
・
2
㎞

と
南
工
区
の
2
㎞
に
分
け
、北
工
区
は

道
路
事
業
の
札
幌
北
広
島
環
状
線
改
築

と
し
て
、南
工
区
は
街
路
事
業
の
「
3
・

4
・
3
1
1
対
雁
中
通
」と
し
て
そ
れ札幌北広島環状線事業対象区間
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ぞ
れ
新
設
し
ま
す
。

北
工
区
に
1
9
5
億
円
、南
工
区

に
55
億
円
の
事
業
費
見
込
む

北
工
区
は
、4
車
線
で
、片
側
だ
け
に

2
・
5
ｍ
の
歩
道
が
付
き
ま
す
。
一
般

道
路
部
分
の
幅
員
は
20
・
75
ｍ
、豊
平

川
に
架
か
る
橋
梁
部
分
の
幅
員
が
19
・

75
ｍ
で
す
。
江
別
市
域
を
担
当
す
る
北

海
道
と
、札
幌
市
が
施
工
を
分
担
し
ま

す
。
事
業
費
に
は
1
9
5
億
円
を
見
込

み
、こ
の
う
ち
橋
長
3
4
6
ｍ
の
橋
梁
整

備
に
は
約
84
億
円

を
投
じ
る
計
画
で

す
。
延
長
約
4
、

8
5
0
ｍ
の
一
般
道

路
部
分
に
は
軟
弱

地
盤
対
策
も
施
す

予
定
で
、工
事
費
に

1
0
3
億
円
余
り

を
試
算
し
て
い
ま

す
。南

工
区
は
、
江

別
市
角
山
の
国
道

２
７
５
号
交
差
部

か
ら
工
栄
町
の
5

丁
目
通
交
差
部
ま

で
の
2
㎞
区
間
で
、

北
海
道
が
整
備
し

ま
す
。
4
車
線
の

ほ
か
、両
側
各
2
・

5
ｍ
の
歩
道
が
付

北工区の起点付近までは茨戸福移通として整備済み（東区中沼町）

幅約8ｍの現道がある南工区の終点付近（江別市工栄町）

き
、幅
員
は
25
・
25
ｍ
と
な
り
ま
す
。
事

業
費
は
55
億
円
を
見
込
み
、約
30
億
円

が
用
地
費
と
物
件
補
償
費
に
回
り
、工

事
費
は
軟
弱
地
盤
対
策
を
含
め
約
24
億

円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

両
工
区
と
も
、2
0
2
4
年
度
に

国
の
事
業
採
択
を
得
ら
れ
れ
ば
、用

地
測
量
と
支
障
物
件
調
査
に
入
り
、

2
0
2
5
～
2
0
2
6
年
度
で
用
地

買
収
・
支
障
物
件
の
補
償
を
行
い
、

2
0
2
7
年
度
か
ら
工
事
な
ど
に
取
り

掛
か
る
予
定
で
す
。
2
0
3
6
年
度
の

完
成
を
目
指
し
ま
す
。
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清
田
区
民
セ
ン
タ
ー
の
移
転
建
て
替
え
へ

基
本
計
画
策
定
に
着
手

札
幌
市
は
、清
田
区
民
セ
ン
タ
ー
の
清
田
区
役
所
周
辺
へ
の
移
転
建
て
替
え
に

向
け
た
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
2
0
2
3
年
6
～
7
月
に
は
、セ
ン
タ
ー

と
相
乗
効
果
が
見
込
め
る
民
間
施
設
の
導
入
や
民
間
に
よ
る
施
設
整
備
の
可
能

性
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
済
み
で
、

今
秋
か
ら
は
区
民
意
見
の
把
握
や
事
業
手
法
の
検
討
な
ど
に
取
り
掛
か
り
ま

す
。
2
0
2
5
年
2
月
ま
で
に
は
、新
施
設
整
備
の
基
本
計
画
案
を
ま
と
め
る

予
定
で
す
。

清
田
区
清
田
1
条
2
丁
目
5
の
3

に
あ
る
現
在
の
清
田
区
民
セ
ン

タ
ー
は
、1
9
8
2
年
に
清
田
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
さ
れ
た
施

設
で
す
。
他
の
区
で
は
、区
役
所
と
区

民
セ
ン
タ
ー
が
近
接
し
、地
域
住
民
の

交
流
拠
点
と
し
て
、に
ぎ
わ
い
創
出
な
ど

に
寄
与
し
て
い
ま
す
が
、清
田
区
だ
け

は
両
施
設
が
約
8
0
0
ｍ
離
れ
た
位
置

に
あ
る
こ
と
が
課
題
で
し
た
。

新
し
い
区
民
セ
ン
タ
ー
は
、清
田
区

平
岡
1
条
1
丁
目
90
の
1
で
区
役
所

や
図
書
館
な
ど
が
入
る
清
田
区
総
合

庁
舎
に
増
築
す
る
こ
と
や
、同
庁
舎
敷

地
（
面
積
1
万
7
、3
6
9
㎡
）内
に

別
棟
で
新
築
す
る
こ
と
の
他
、隣
接
す

る
市
民
交
流
広
場
の
敷
地
（
面
積
2
、

7
7
8
㎡
）、同
街
区
内
の
未
利
用
市

有
地
（
面
積
5
、5
8
5
㎡
）
も
移
転

先
の
候
補
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区
民
セ
ン
タ
ー
移
転
整
備
に
合
わ

せ
、市
民
交
流
広
場
も
機
能
や
面
積
な

ど
を
見
直
し
、再
整
備
す
る
考
え
で
す
。

2
0
2
4
年
度
内
に
策
定
予
定
の
新

施
設
整
備
の
基
本
計
画
で
は
、現
施
設

の
機
能
に
加
え
て
新
た
に
導
入
す
べ
き

機
能
を
整
理
し
、
延
べ
床
面
積
約
3
、

2
0
0
㎡
を
基
準
と
し
た
施
設
規
模
、

必
要
駐
車
台
数
な
ど
の
算
定
、配
置
計

画
、整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、概
算
事
業
費

な
ど
を
取
り
ま
と
め
ま
す
。

基
本
計
画
に
区
民
の
意
向
を
反
映
す

る
た
め
、計
画
策
定
に
先
立
ち
、区
民
を

対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、施
設
全
体
の
コ
ン
セ
プ
ト
な

ど
を
話
し
合
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
4

回
程
度
開
催
し
て
、意
見
集
約
を
図
る

考
え
で
す
。

新
施
設
な
ど
の
整
備
・
運
営
に
当
た
っ

て
は
、官
民
連
携
手
法
の
導
入
も
検
討

し
て
お
り
、そ
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
た

め
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実

施
し
、開
発
・
不
動
産
、建
設
業
に
携
わ

る
6
団
体
か
ら
意
見
を
聴
き
ま
し
た
。

市
場
調
査
の
結
果
、区
民
セ
ン
タ
ー

に
民
間
施
設
も
導
入
す
る
場
合
、整
備

場
所
は
幹
線
道
路
に
面
す
る
市
民
交
流

広
場
の
位
置
が
望
ま
し
い
と
す
る
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、整
備
手
法
に
関
し
て
は
、民
間

事
業
者
が
施
設
整
備
を
し
て
所
有
権

を
市
に
移
し
、事
業
者
が
管
理
・
運
営

す
る
Ｂ
Ｔ
Ｏ
方
式
な
ど
も
可
能
と
い
う

意
見
が
あ
る一方
で
、運
営
は
含
め
ず
設

計
・
建
設
・
維
持
管
理
の
一
括
発
注
が

望
ま
し
い
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。  

清田区民センターの移転整備が検討されている清田区総合庁舎と市民交流広場の周辺
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学
校
法
人
札
幌
慈
恵
学
園
（
本
部
・
札
幌
）は
、1
9
5
8
年
に
開
校
し
た

札
幌
新
陽
高
校
で
の
校
舎
・
体
育
館
の
改
築
お
よ
び
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

設
計
は
、公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で
久
米
設
計（
本
社・東
京
）に
依
頼
し
、

2
0
2
3
年
8
月
か
ら
業
務
に
着
手
し
ま
し
た
。
単
位
制
な
ど
に
よ
る
自
由
で

多
様
な
学
習
に
対
応
し
た
魅
力
的
な
教
室
空
間
の
創
造
、カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
な
ど
に
も
配
慮
し
た
校
舎
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

南
区
澄
川
5
条
7
丁
目
1
の
1
に

所
在
す
る
札
幌
新
陽
高
校
は
、

札
幌
慈
恵
女
子
高
校
と
し
て
開
校
し
、

1
9
8
7
年
の
男
女
共
学
化
に
伴
い
現

校
名
に
改
称
し
ま
し
た
。

面
積
4
万
6
、7
3
6
㎡
の
敷
地
内

に
は
現
在
、校
舎
が
北
側
か
ら
北
棟
、体

育
館
、中
央
棟
、西
棟
、南
棟
の
順
で
並

ん
で
い
ま
す
。
築
後
50
年
以
上
を
経
過

し
た
校
舎
も
あ
る
な
ど
、老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
た
め
、2
0
2
2
年
度
に
実

施
し
た
耐
震
診
断
の
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
、キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
再
整
備
を
進
め

る
方
針
で
す
。

改
築
・
改
修
の
基
本
構
想
に
よ
る
と
、

1
9
5
9
年
完
成
で
最
も
古
い
木
造
校

舎
の
北
棟
を
解
体
し
、駐
車
場
を
整
備

し
ま
す
。

体
育
館
は
、1
9
6
9
年
に
完
成
し

た
部
分
を
解
体
し
た
跡
に
、鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
、3
階
建
て
、延
べ
床
面
積

1
、9
9
8
㎡
の
「
新
北
棟
」
を
新
築

し
ま
す
。
1
9
8
8
年
に
増
築
し
た
体

育
館
の一
部
は
第
2
体
育
館
な
ど
と
し

て
引
き
続
き
利
用
し
ま
す
。

延
べ
5
、7
8
0
㎡
で
最
も
規
模
の

大
き
い
中
央
棟
は
、鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
の
4
階
部
分
、延
べ
1
、0
9
0
㎡
を

解
体
す
る
減
築
を
行
う
と

と
も
に
、耐
震
補
強
と
改

修
を
施
し
ま
す
。

1
9
8
1
年
完
成
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、

3
階
建
て
の
西
棟
に
も
耐

震
補
強
・
改
修
を
施
工
し

ま
す
。

さ
ら
に
、1
9
6
3
年

完
成
で
木
造
の
南
棟
を
解

体
し
、鉄
骨
造
、平
屋
、延

べ
1
、4
5
0
㎡
の
規
模
で

「
新
体
育
館
」
を
建
設
す

る
計
画
で
す
。

校
舎
と
体
育
館
の
総

延
べ
面
積
は
、
現
況
が

1
万
2
、7
1
8
㎡
で
、

再
整
備
後
は
1
万
2
、

7
1
0
㎡
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
見
込

み
で
、こ
れ
ら一連
の
概
算
事
業
費
に
は

20
億
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
の
生
徒
数
7
3
4
人

で
す
が
、2
0
2
5
年
度
に
は
8
4
0

人
と
な
る
こ
と
を
想
定
し
、同
校
で
は

設
計
を
進
め
て
い
ま
す
。
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札
幌
新
陽
高
校
の
校
舎
等
改
築
へ

自
由
で
多
様
な
学
習
支
え
る
施
設
に

全面的な校舎の改築や改修が計画される札幌新陽高校



日
本
下
水
道
協
会
は
、8
月
1
日
か
ら
4
日
の
期
間
、札
幌
ド
ー
ム
で
下
水

道
分
野
に
お
け
る
国
内
最
大
の
展
示
会
「
下
水
道
展 

'23
札
幌
」を
開
催
し
ま

し
た
。
期
間
中
は
約
3
0
0
の
全
国
の
下
水
道
関
連
企
業
・
団
体
が
下
水
道
に

関
す
る
最
新
技
術
や
機
器
、サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
展
示
・
紹
介
し
て
お
り
、地
元
・

札
幌
建
設
業
協
会
の
会
員
企
業
も
出
展
し
、親
子
連
れ
の
見
学
者
が
多
数
訪
れ

て
い
ま
し
た
。

展
示
会
は
、8
月
1
日
が
「
水
の

日
」と
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
受
け
て
毎
年
度
、全
国
各
地
で
開
催

し
て
い
る
も
の
で
す
。
札
幌
市
で
の
全

国
大
会
は
、東
京
か
ら
以
北
で
は
初
め

て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は
建

設
、
設
計
・
測
量
、
維
持
管
理
な
ど
7

ゾ
ー
ン
に
分
か
れ
、建
設
ゾ
ー
ン
で
は
、

管
路
更
生
技
術
の
促
進
に
取
り
組
む
各

協
会
や
、札
幌
建
設
業
協
会
会
員
の
岩

田
地
崎
建
設
と
伊
藤
組
土
建
、大
庭
組

が
単
独
で
、勇
建
設
と
田
中
組
、中
山

組
、北
土
建
設
、丸
彦
渡
辺
建
設
が
共

同
ブ
ー
ス
を
設
置
し
ま
し
た
。

岩
田
地
崎
建
設
の
ブ
ー
ス
で
は
ネ
ク

ス
テ
ラ
ス
（
本
社
・
札
幌
）と
共
同
開

発
し
た
Ａ
Ｒ
マ
シ
ン
ガ
イ
ダ
ン
ス
「
Ａ

Ｒ
Ｍ
Ｇ
」を
展
示
し
ま
し
た
。
埋
設
物

な
ど
の
Ｃ
Ｉ
Ｍ
モ
デ
ル
を
可
視
化
し
、

バ
ッ
ク
ホ
ウ
な
ど
の
バ
ケ
ッ
ト
が
埋
設
物

モ
デ
ル
に
近
付
く
と
警
報
を
鳴
ら
す
な

ど
、ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
事
故
ゼ
ロ
に
貢
献
し

ま
す
。
伊
藤
組

土
建
は
、
現
在

事
業
中
の
札
幌

市
中
央
区
役
所

新
庁
舎
で
採
用

し
た
下
水
熱
を

利
用
し
た
事
例

を
紹
介
し
、
年

間
を
通
じ
て
一

定
温
度
に
あ
る

下
水
熱
を
融
雪

や
空
調
に
利
用

す
る
シ
ス
テ
ム

を
パ
ネ
ル
展
示

し
ま
し
た
。

ま
た
、5
社
に

よ
る
共
同
ブ
ー

ス
で
は
、各
社
の

施
工
事
例
を
紹
介
し
た
ほ
か
、Ｖ
Ｒ
に

よ
る
重
機
模
型
の
操
作
体
験
や
下
水
管

の
据
え
付
け
体
験
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
ま
し
た
。
岩
田
地
崎
建
設
の

ブ
ー
ス
と
共
同
ブ
ー
ス
は
、Ａ
Ｒ
・
Ｖ
Ｒ

を
体
験
で
き
る
と
あ
っ
て
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
、共
同
ブ
ー
ス
で
は
整

理
券
を
発
行
す
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。

こ
の
ほ
か
、併
催
行
事
と
し
て
、1
～

3
日
の
期
間
、札
幌
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
で
「
第
60
回
下
水
道
研
究
発

表
会
」も
開
催
し
、下
水
道
に
関
連
す

る
技
術
や
下
水
道
経
営
な
ど
に
関
す
る

研
究
成
果
や
実
務
事
例
を
発
表
し
ま

し
た
。

ＶＡＲ体験コーナには多くの子ども達が訪れました
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札
幌
市
は
、東
区
の
農
業
体
験
交
流
施
設
・
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
の
機
能
再

編
を
含
め
た
再
整
備
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
3
年
度
は
民
間
事
業
者
の

ア
イ
デ
ア
を
聴
取
し
、Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
（
ノ
ウ

ハ
ウ
）を
活
用
し
た
公
共
施
設
整
備
）な
ど
の
可
能
性
を
探
る
た
め
、サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
以
降
に
基
本
方
針
、

基
本
計
画
の
策
定
を
進
め
、2
0
2
8
年
度
に
は
再
整
備
事
業
に
着
手
す
る

考
え
で
す
。

サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
は
、都
市
型

農
業
を
支
援
す
る
拠
点
と
し
て

1
9
9
5
年
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

東
区
丘
珠
町
の
総
面
積
74
・
３
ha
の
敷

地
内
で
は
、野
菜
の
栽
培
や
収
穫
、農
産

物
加
工
、小
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、

農
業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

で
き
る
ほ
か
、炊
事
場
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
、遊
具
な
ど
を
設
置
し
、緑
豊
か
な
憩

い
の
場
を
市
民
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

開
園
か
ら
28
年
が
経
過
し
、入
園
者

数
は
2
0
1
5
年
度
の
約
72
万
人
を

ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
さ

と
ら
ん
ど
セ
ン
タ
ー
や
さ
と
ら
ん
ど
交

流
館
な
ど
建
築
物
に
付
帯
す
る
設
備
・

配
管
類
を
は
じ
め
、看
板
や
園
路
な
ど

工
作
物
の
老
朽
化
対
策
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、人
気
施
設
の
市
民
農
園
に
は

応
募
者
が
殺
到
す
る
ほ
か
、農
産
物
収

穫
体
験
に
も
希
望
者
が
急
増
す
る
な

ど
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、さ
と
ら
ん
ど
内
に
併
設
し
て

い
る
札
幌
市
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

業
務
体
制
の
見
直
し
に
伴
っ
て
、農
地

や
事
務
所
な
ど
を
使
わ
な
く
な
る
た

め
、8
・
３
ha
の
同
セ
ン
タ
ー
敷
地
に

つ
い
て
も
、新
た
な
活
用
策
を
検
討
す

る
予
定
で
す
。

今
後
の
敷
地
・
施
設
の
有
効
活
用
、

魅
力
的
な
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
当

た
っ
て
は
、行
政
単
独
で
の
取
組
み
に

は
限
界
が
あ
る
た
め
、民
間
活
力
の
導

入
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
3
年
度
は
、サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
を
実
施
し
、民
間
事

業
者
か
ら
、①
既
存
施
設
の
有
効
活
用

②
市
民
の
農
体
験
や
理
解
の
促

進
③
農
業
者
の
支
援
④
利
用
者

の
利
便
性
向
上
と
事
業
者
の
収

益
向
上
⑤
さ
と
ら
ん
ど
の
魅
力

を
活
か
し
た
観
光
―
と
い
う
5

つ
の
視
点
で
提
案
を
求
め
る
と

と
も
に
、既
存
施
設
の
増
改
築
や

施
設
の
新
設
な
ど
の
ア
イ
デ
ア

を
募
り
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
に
基
本
方
針
、

２
０
２
５
年
度
に
は
基
本
計
画
を

策
定
し
、２
０
２
６
～
２
０
２
７

年
度
で
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
事
業
者
ま

た
は
指
定
管
理
者
の
募
集
手
続

き
を
進
め
、2
0
2
8
年
度
か
ら

再
整
備
事
業
な
ど
に
着
手
す
る

考
え
で
す
。

手軽に収穫体験ができると人気の体験農園
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サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
の
機
能
再
編
を

含
む
再
整
備
を
検
討

─ 
民
間
活
力
の
導
入
も
視
野
に



「
え
ー
、ア
ス
フ
ァ
ル
ト
っ
て
こ
ん
な
に
熱
い
の
！？
」
―
。
札
幌
市
は
7
月
27
、

28
の
両
日
、市
内
の
土
木
工
事
現
場
な
ど
を
巡
る
「
夏
休
み
親
子
土
木
施
設
見

学
ツ
ア
ー
2
0
2
3
」を
開
き
ま
し
た
。
2
日
間
に
計
72
人
の
親
子
が
参
加
し
、

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
製
造
工
場
や
地
下
鉄
車
両
基
地

な
ど
を
見
学
し
、大
型
車
両
へ
の
試
乗
、舗
装
の
施
工
を
体
験
す
る
な
ど
、夏
の

思
い
出
の
1
ペ
ー
ジ
を
刻
み
ま
し
た
。

こ
の
見
学
ツ
ア
ー
は
、建
設
産
業

や
土
木
施
設
の
役
割
を
知
り
、

夏
休
み
の
自
由
研
究
な
ど
に
役
立
て

て
も
ら
お
う
と
、小
学
生
と
保
護
者

を
対
象
に
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

2
0
1
5
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
中

断
し
、4
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
今
回
は
2
7
0
組
の
申
し
込
み
が

あ
り
、抽
選
の
結
果
、2
日
間
で
合
計
37

人
の
児
童
と
そ
の
保
護
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

貸
し
切
り
バ
ス
で
市
役
所
前
を
出
発

し
、最
初
に
訪
れ
た
東
区
東
雁
来
の
東

亜
道
路
工
業
（
本
社
・
東
京
）北
海
道

支
社
で
は
、広
い
構
内
に
タ
イ
ヤ
ロ
ー

ラ
ー
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ャ
ー

な
ど
舗
装
用
重
機
や
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
、

ロ
ー
タ
リ
ー
除
雪
車
な
ど
除
雪
機
械
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
運
転
席
に
乗
り
込
ん
で

オ
ペ
ー
レ
ー
タ
ー
か
ら
バ
ケ
ッ
ト
の
操

作
方
法
な
ど
を
教
え
て
も
ら
っ
た
ほ
か
、

記
念
撮
影
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。
施

工
体
験
で
は
、1
6
0
度
を
超
え
る
熱

さ
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
レ
ー
キ
で
均
し
、

ロ
ー
ド
ロ
ー
ラ
ー
で
転
圧
す
る
作
業
に

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ツ
ア
ー
に
協
力
し
た
同
社
の
前
原
康

明
支
社
長
は
、「
大
変
な
思
い
を
し
な

が
ら
道
路
を
造
り
、維
持
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
、こ
う
し
た
仕
事
に
も

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
」と
、専
用

の
黄
色
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
被
っ
た
子
ど
も

た
ち
の
作
業
を
見
守
っ
て
い
ま
し
た
。

昼
食
の
後
に
は
、地
下
鉄
東
西
線
の

整
備
な
ど
を
行
う
地
下
鉄
東
車
両
基
地

（
厚
別
区
大
谷
地
）
と
、
勇
建
設
（
本

社
・
札
幌
）が
厚
別
区
厚
別
西
で
施
工

中
の
山
本
通
山
本
跨
線
橋
（
新
橋
）下

部
工
新
設
工
事
の
現
場
も
見
学
し
ま

し
た
。

市職員に助けてもらいながら、アスファルト舗装を体験

道路を除雪する機械の大きさを間近で体感
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札
幌
第
4
地
方
合
同
庁
舎
Ⅱ
期

24
年
度
に
新
規
事
業
化

北
海
道
開
発
局
は
、2
0
2
4
年
度
に
札
幌
開
発
建
設
部
な
ど
が
入
居
す
る

札
幌
地
方
第
4
合
同
庁
舎
Ⅱ
期
に
新
規
事
業
着
手
す
る
予
定
で
す
。
総
事
業
費

に
は
約
1
2
5
億
円
を
試
算
し
、延
べ
床
面
積
約
1
万
9
、1
0
0
㎡
の
施
設

を
、現
在
事
業
化
が
進
ん
で
い
る
札
幌
地
方
第
4
合
同
庁
舎
Ⅰ
期
の
西
側
隣
接

地
に
建
設
し
ま
す
。
7
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
国
土
審
議
会
建
築
分
科
会
官
公

庁
施
設
部
会
・
事
業
評
価
小
委
員
会
が
2
0
2
4
年
度
の
新
規
事
業
化
が
妥
当

と
判
断
し
ま
し
た
。

施
設
に
は
札
幌
開
発
建
設
部
と
札
幌

管
区
気
象
台
が
入
居
し
ま
す
。
施
設

規
模
は
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
Ｓ

Ｒ
Ｃ
）
造
、
9
階
、
延
べ
約
1
万
9
、

1
0
0
㎡
と
な
り
ま
す
。
施
設
を
建
設

す
る
札
幌
市
中
央
区
北
2
条
西
19
丁

目
の
敷
地
で
は
現
在
、北
海
道
運
輸
局

な
ど
が
入
居
す
る
札
幌
地
方
第
4
合

同
庁
舎
Ⅰ
期
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
、9
階
、延
べ

1
万
3
、4
5
9
㎡
）の
事
業
が
進
ん
で

い
て
、建
築
主
体
工
事
に
近
く
着
工
し

ま
す
。

Ⅱ
期
の
施
設
は
、こ
の
Ⅰ
期
施
設
の

西
側
に
配
置
す
る
も
の
で
、新
庁
舎
完

成
後
に
札
幌
開
発
建
設
部
な
ど
が
入
居

す
る
現
施
設
は
解
体
し
、跡
地
を
駐
車

場
と
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
評
価
小
委
員
会
で
は
、施
設
の

老
朽
化
が
進
み
、今
後
の
災
害
対
応
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え

て
、新
規
事
業
化
が
妥
当
と
判
断
し
ま

し
た
。
ま
た
、地
域
防
災
へ
の
貢
献
と

し
て
、災
害
時
の
一
時
避
難
場
所
（
帰

宅
困
難
者
受
け
入
れ
な
ど
）
と
し
て
の

機
能
も
確
保
し
、地
域
の
防
災
機
能
向

上
に
貢
献
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

こ
の
日
に
示
さ

れ
た
事
業
計
画
で

は
、
事
業
期
間
に

2
0
2
4
年
度
か

ら
2
0
3
1
年
度

を
想
定
し
、
建
設

費
に
約
94
億
円
、

企
画
設
計
費
に
約

5
億
3
、5
0
0
万

円
、
解
体
費
に
約

7
億
8
、0
0
0
万

円
な
ど
を
試
算
し

て
い
ま
す
。
現
時

点
で
、今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
示
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
が
、Ⅰ

期
工
事
を
見
る
と
、

2
0
2
1
年
度
の

新
規
事
業
採
択
後
は
、2
0
2
2
年
度

に
基
本
・
実
施
設
計
、2
0
2
3
年
度

に
着
工
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、Ⅱ
期
に
つ

い
て
も
、
早
け
れ
ば
2
0
2
6
年
度
着

工
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
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生産×加工×流通の6次産業化を応援　北海道6次産業化地域プランナー萬谷利久子

北海道の農業が明日を創る！ ③

＂都
会
の
田
舎
＂
の
と
う
も
ろ
こ
し

札
幌
市
中
心
部
か
ら
車
で
30
分
と
は

思
え
な
い
、の
ど
か
な
里
山
の
風
景
が

広
が
る
清
田
区
有
明
地
区
に
、
高
橋

フ
ァ
ー
ム
は
あ
り
ま
す
。
今
春
「
有

明
と
う
も
ろ
こ
し
パ
ー
ク
」
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。
糖
度
18
度
に
な
る
と
う

も
ろ
こ
し
「
ほ
し
つ
ぶ
コ
ー
ン
」
を

10
万
本
栽
培
し
て
い
ま
す
。

農
園
前
の
直
売
所
に
は
、朝
採
り
と

う
も
ろ
こ
し
を
目
当
て
に
午
前
9
時
の

オ
ー
プ
ン
か
ら
続
々
と
お
客
さ
ん
が

や
っ
て
き
ま
す
。
多
い
日
に
は
3
千
本

が
売
れ
る
そ
う
で
す
。

直
売
所
に
は
、と
う
も
ろ
こ
し
以
外

に
も
、普
段
あ
ま
り
目
に
し
な
い
よ
う

な
珍
し
い
野
菜
、旬
の
農
作
物
が
、季
節

を
リ
レ
ー
し
な
が
ら
並
び
ま
す
。
食
べ

る
人
の
健
康
を
支
え
た
い
と
願
う
オ
ー

ナ
ー
の
高
橋
信
一
郎
さ
ん
が
育
て
た
野

菜
が
食
卓
に
上
る
と
、大
地
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
も
ら
え
る
気
が
し
ま
す
。

昨
年
、仲
卸
業
者
か
ら
高
橋
さ
ん
に

栽
培
の
依
頼
が
あ
っ
た
の
が
、赤
い
と

う
も
ろ
こ
し「
大
和
ル
ー
ジ
ュ
」で
す
。

高
橋
さ
ん
は
、初
め
て
生
産
す
る
こ
と

や
気
候
の
リ
ス
ク
も
考
慮
し
て
、契
約

本
数
４
０
０
本
の
倍
以
上
を
栽
培
し
、

収
量
を
確
保
し
て
期
待
に
応
え
ま
し

た
。
畑
で
ピ
ン
ク
の
ヒ
ゲ
を
風
に
揺
ら

す
「
大
和
ル
ー
ジ
ュ
」
は
、見
た
目
の

奇
抜
さ
と
は
裏
腹
に
、も
ち
っ
と
し
た

食
感
が
、ど
こ
か
懐
か
し
い
印
象
で
す
。

高
橋
フ
ァ
ー
ム
で
は
今
年
、直
売
所

の
隣
に
、ミ
ニ
店
舗
を
造
り
、「
と
う

も
ろ
こ
し
豆
乳
ス
ム
ー
ジ
ー
」「
と
う

も
ろ
こ
し
か
き
氷
」
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
ど
ち
ら
も
風
味
豊
か
で
「
採
れ

た
て
感
」
が
満
点
で
す
。

調
理
担
当
の
「
お
母
さ
ん
」、睦
美

さ
ん
は
、お
菓
子
作
り
が
得
意
で
、近
所

の
方
か
ら
頼
ま
れ
て
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー

キ
な
ど
を
焼
い
て
い
ま
し
た
。
秋
の
新

商
品
は
、「
キ
ャ
ラ
メ
ル
シ
ュ
ガ
ー
を

ま
ぶ
し
た
さ
つ
ま
い
も
」
で
す
。
素
朴

な
手
づ
く
り
お
や
つ
で
す
が
、ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
の
よ
う
な
味
わ
い
で
す
。
10

月
に
な
れ
ば
、「
壺
焼
き
い
も
」
も
登

場
し
ま
す
。
備
長
炭
の
遠
赤
外
線
で
焼

か
れ
た
さ
つ
ま
い
も
は
、甘
く
と
ろ
ん

と
仕
上
が
り
ま
す
。

直
売
所
の
脇
に
湧
き
水
が
出
て
い
る

自
然
豊
か
な
“
都
会
の
田
舎
”
高
橋

フ
ァ
ー
ム
は
訪
れ
る
だ
け
で
も
心
地
い

い
場
所
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
ト
マ
ト
の

収
穫
体
験
な
ど
市
民
と
の
農
業
交
流
事

業
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、今

後
は
観
光
農
園
を
目
指
し
た
歩
み
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
意
向
で
す
。
カ
フ
ェ

や
Ｂ
Ｂ
Ｑ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の
プ
ラ
ン
も

あ
り
、魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ま
す

ま
す
増
え
て
い
き
そ
う
で
す
。

道内ではなかなか見られない
赤いとうもろこし「大和ルージュ」

濃厚な風味のとうもろこし豆乳スムージー

萬谷　利久子（ばんや・りくこ）
農×食×観光の専門家。農林水産省事業の北海道6次産業化地域プランナーとして生産者の商品開発や
観光事業をサポートする。日本野菜ソムリエ協会認定の野菜ソムリエ上級Ｐｒｏ.。北海道大学国際広報メディア・
観光学院デスティネーション・マネージャー



認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ほ
っ
か
い
ど
う
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
新
保
元
康
理
事
長
）

は
7
月
28
日
、札
幌
国
際
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
第
5
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

し
た
。「
教
育
と
土
木
で
つ
く
る
北
海
道
の
未
来
─
高
校
生
、動
く
、考
え
る
!!

─
」を
テ
ー
マ
に
、参
加
者
は
土
木
を
通
じ
た
高
校
生
と
社
会
教
育
の
在
り
方
や

社
会
教
育
の一環
と
し
て
、土
木
を
学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
意
義
、今
後
の
取
り
組

み
な
ど
を
基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。

基
調
講
演
で
は
、講
師
に
代
々
木

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
教
育
総
合
研
究
所

主
幹
研
究
員
の
林
正
憲
氏
（
前
北
海
道

札
幌
北
高
校
長
）を
招
き
、「
高
校
教

育
『
と
』社
会
『
と
』
ほ
っ
か
い
ど
う

学
」を
テ
ー
マ
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

林
氏
は
、生
徒
数
の
減
少
や
教
師
の
な

り
手
不
足
な
ど
、教
育
界
を
取
り
巻
く

環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、よ
り
良
い

学
校
教
育
を
通
じ
て
よ
り
良
い
社
会
を

創
る
た
め
に
は
、社
会
に
開
か
れ
た
教

称
Ｔ-

ｂａｓｅ
）の
佐
藤
豊
記
氏
、帯
広

二
建
会
代
表
幹
事
・
萩
原
建
設
工
業
取

締
役
副
社
長
の
萩
原一宏
氏
、空
知
建
設

業
協
会
・
砂
子
組
専
務
執
行
役
員
の
近

藤
里
史
氏
を
交
え
て
「
社
会
に
開
か
れ

た
高
校
生
の
学
び
」を
テ
ー
マ
に
、社
会

教
育
の一環
と
し
て
、

高
校
生
が
土
木
を

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ

と
、そ
こ
か
ら
学
ぶ

こ
と
の
意
義
な
ど
を

議
論
し
ま
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら

は
「
高
校
生
ら
と
接

す
る
際
に
は
、建
設

業
を
し
っ
か
り
と
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る

人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
も
必
要
」「『
総

合
的
な
探
究
の
時

間
』で
は
各
高
校
が

さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

で
生
徒
の
自
主
性
を

重
ん
じ
る
授
業
を
展

開
し
て
い
る
。
建
設

業
や
役
所
が
協
力
し

て
く
れ
れ
ば
さ
ら
に
充
実
す
る
」「
教

師
が
生
徒
と
一
緒
に
な
っ
て
ワ
ク
ワ
ク

し
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

取
組
を
」─
な
ど
、ほ
っ
か
い
ど
う
学
と

建
設
業
へ
の
役
割
と
期
待
が
語
ら
れ
ま

し
た
。

育
課
程
の
実
践
が
不
可
欠
、と
指
摘
し

ま
し
た
。
そ
の
上
で
「
ほ
っ
か
い
ど
う

学
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
と
、こ
れ
ら

と
教
育
の
現
場
が
融
合
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、可
能
性
は
無
限
大
に
広
が
る
」

と
、教
育
現
場
と
ほ
っ
か
い
ど
う
学
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
高
い
期
待
を
寄
せ

ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
保
理
事
長
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、林
氏
と
北
海
道
高

等
学
校
遠
隔
授
業
配
信
セ
ン
タ
ー（
通

各氏が建設業と教育とのコラボの可能性を語りました
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教
育
と
の
コ
ラ
ボ
で

北
海
道
の
未
来
を
拓
く

─ 
ほ
っ
か
い
ど
う
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
シ
ン
ポ



国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
8
月
24
日
、2
0
2
4
年
度
北
海
道
開
発
予
算
の

概
算
要
求
を
発
表
し
ま
し
た
。
国
の一般
公
共
事
業
費
に
相
当
す
る
北
海
道
開
発

事
業
費
は
、国
費
ベ
ー
ス
で
2
0
2
3
年
度
比
20
・
3
％
増
の
6
、7
2
6
億
円
。

2
0
2
3
年
度
要
求
額
の
伸
び
率
（
19
・
3
％
増
）を
上
回
り
、2
年
ぶ
り
に
2

割
台
の
増
額
要
求
と
な
り
ま
し
た
。
全
国
の一般
公
共
事
業
費
と
比
べ
る
と
、道

路
や
港
湾
、社
会
資
本
総
合
整
備
交
付
金
な
ど
、多
く
の
事
業
で
北
海
道
の
伸
び

が
全
国
を
超
え
、国
交
省
全
体
の一般
公
共
事
業
費
の
伸
び
率
を
1
㌽
上
回
り
ま

し
た
。「
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
の
た
め
の
5
か
年
加
速
化
対
策
」は
、所
用

費
用
を
盛
り
込
ま
な
い
「
事
項
要
求
」と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
概
算
要
求
で
は
、昨
年
度

と
同
様
に
裁
量
的
経
費
削
減

分
の
3
倍
ま
で
要
求
で
き
る
「
重
要

政
策
推
進
枠
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
て
各
省
庁
の
事
業
は

ほ
ぼ
増
額
要
求
と
な
り
ま
し
た
。
北

海
道
開
発
計
画
推
進
費
等
経
費
な
ど

を
含
め
た
北
海
道
開
発
予
算
の
要
求
額

は
、2
0
2
3
年
度
比
20
％
増
の
6
、

8
4
8
億
円
と
な
り
ま
す
。
北
海
道
開

発
事
業
費
は
、事
業
費
ベ
ー
ス
で
見
る

と
20
％
増
の
8
、4
5
9
億
円
に
上
り

ま
す
。

要
求
・
要
望
の
重
点
事
項
と
し
て
は
、

年
度
内
に
閣
議
決
定
予
定
の
第
9
期
北

海
道
総
合
開
発
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た
計

画
の
目
標
を
踏
ま
え
①
生
産
空
間
の
維

持
・
発
展
に
よ
る
食
料
安
全
保
障
、観

光
振
興
の
強
化
②
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海

道
の
実
現
③
デ
ジ
タ
ル
関
連
産
業
の
集

積
支
援
④
強
靭
な
国
土
づ
く
り
─
な
ど

を
上
げ
て
い
ま
す
。

「
関
係
者
の
協
力
得
て
し
っ
か
り

と
予
算
確
保
を
」─
橋
本
局
長

事
業
別
に
見
る
と
、治
水
の
要
求
額

は
18
・
6
％
増
の
1
、1
2
3
億
円
と

な
り
ま
す
。
激
甚
化
・
多
様
化
す
る
災

害
へ
の
対
応
と
国
土
強
靱
化
の
取
組
と

し
て
、流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

を
掲
げ
、河
川
整
備
や
ダ
ム
、遊
水
地
、

砂
防
施
設
の
建
設
な
ど
を
進
め
ま
す
。

北
村
遊
水
地
の
工
事
を
本
格
化
さ
せ
、

ダ
ム
に
関
し
て
は
、新
規
に
総
事
業
費

8
7
3
億
円
を
見
込
む
糠
平
ダ
ム
の
実

施
計
画
調
査
に
入
る
ほ
か
、雨
竜
川
ダ

ム
再
生
事
業
で
は
雨
竜
第
二
ダ
ム
の
本

体
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

道
路
は
道
路
環
境
整
備
と
合
わ
せ
て

20
％
増
の
2
、9
4
3
億
円
を
積
み
上

げ
て
い
ま
す
。
食
・
観
光
な
ど
の
基
幹

産
業
を
支
え
る
と
と
も
に
、国
土
の
強

靱
性
を
確
保
し
、地
域
間
の
連
携
強
化

を
図
る
た
め
、高
規
格
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、札

幌
都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
（
創
成

川
通
）の
整
備
を
推
進
や
コ
ン
セ
ッ
シ
ョ

ン
方
式
に
よ
る
札
幌
駅
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
事
業
に
着
手
し
ま
す
。
高
規
格
道
路

で
は
「
道
路
の
5
カ
年
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
」に
基
づ
き
、2
0
2
4
年
度
開
通

に
向
け
横
断
道
阿
寒
Ｉ
Ｃ
～
釧
路
西
Ｉ

Ｃ
間
や
道
央
圏
連
絡
道
路
中
樹
林
道
路

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

港
湾
の
要
求
額
は
19
・
5
％
増
の

2
0
8
億
円
と
な
り
ま
す
。
食
の
高
付

加
価
値
化
を
支
え
る
物
流
機
能
強
化
と

し
て
、21
度
に
新
規
事
業
化
し
た
苫
小

牧
港
東
港
区
浜
厚
真
地
区
で
複
合
一
貫

輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
を
進
め
ま
す
。

国
際
物
流
の
機
能
強
化
と
安
定
性
確
保

を
図
る
た
め
、釧
路
港
や
石
狩
湾
新
港

な
ど
で
国
際
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

を
推
進
し
、空
港
で
は
新
千
歳
空
港
で

誘
導
路
の
複
線
化
な
ど
引
き
続
き
推
進

し
ま
す
。
水
産
基
盤
整
備
の
要
求
額
は

19
・
8
%
増
の
2
8
6
億
円
と
な
り
ま

す
。
水
産
業
の
競
争
力
強
化
と
輸
出
促

進
に
向
け
、屋
根
付
き
岸
壁
整
備
な
ど

高
度
衛
生
管
理
対
策
を
進
め
ま
す
。

農
業
農
村
は
19
･
8
％
増
の
９ 

５
２
億
円
を
要
求
し
て
い
ま
す
。
食
料
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北
海
道
開
発
事
業
費
は

20
％
増
の
6
、7
2
6
億
円

─
24
年
度
開
発
予
算
概
算
要
求



供
給
力
強
化
に
向
け
、農
地
の
大
区
画

や
地
下
か
ん
が
い
整
備
、ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
な
ど
を
上
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
、防
災
と
生
産
力
の
維
持
に
向
け
、農

業
水
利
施
設
の
戦
略
的
な
保
全
管
理
の

省
力
化・高
度
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

交
付
金
の
う
ち
、防
災
・
安
全
交
付
金

は
24
・
2
％
増
の
3
8
9
億
円
と
な
り

ま
す
。
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
地
震

対
策
特
別
措
置
法
の
改
正
を
受
け
て
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
な
ど
、津
波
避

難
対
策
緊
急
事
業
計
画
を
実
施
す
る
自

治
体
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、市
町
村

が
実
施
す
る
水
道
事
業
は
55
・
2
％
増

と
全
事
業
の
中
で
最
大
の
伸
び
率
を
示

し
、全
国
の
13
％
増
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
老
朽
化
し
た
既
存
施
設
の

更
新
、耐
災
害
性
の
強
化
、高
度
浄
水
施

設
の
整
備
な
ど
を
進
め
ま
す
。

橋
本
幸
北
海
道
局
長
は
今
回
の
概
算

要
求
に
つ
い
て
「
全
国
と
同
等
、あ
る
い

は
上
回
る
伸
び
と
な
る
こ
と
を
目
標
に

調
整
を
続
け
て
き
た
。
物
価
の
高
騰
や

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
値
上
が
り
な
ど
、暮

ら
し
と
経
済
が
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る

中
、地
域
経
済
を
支
え
、防
災
・
減
災
、

国
土
強
靱
化
を
着
実
に
進
め
る
た
め
に

も
、年
末
の
予
算
編
成
に
向
け
て
、関
係

者
の
協
力
得
な
が
ら
し
っ
か
り
と
予
算

を
確
保
し
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

2024年度北海道開発事業費概算要求総括表
（金額・単位百万円）

事項
2024年度

要求・要望額 重要政策推進枠 伸び率
(当初比)

[845,949] [205,113] 120.0%
北海道開発事業費 672,584 169,845 120.3%

治山治水 121,357 29,150 118.8%
治水 112,283 26,977 118.6%
治山 7,689 1,897 120.0%
海岸 1,385 276 125.3%

道路整備 262,202 79,350 119.8%
港湾空港鉄道等 27,431 4,797 119.1%

港湾 20,848 4,797 119.5%
空港 6,583 0 118.0%

住宅都市環境整備 33,136 353 121.9%
都市環境整備 33,136 353 121.9%
　道路環境整備 32,076 100 122.0%
　都市水環境整備 1,060 253 119.2%

公園水道廃棄物処理等 10,164 2,360 132.7%
下水道 1,431 339 119.5%
水道 4,352 1,088 155.2%
廃棄物処理 2,214 553 120.0%
国営公園等 2,167 380 119.5%

農林水産基盤整備 143,231 36,447 121.1%
農業農村整備 95,226 23,082 119.8%
森林整備 8,717 3,500 148.0%
水産基盤整備 28,639 7,270 119.8%
農山漁村地域整備 10,649 2,595 119.0%

社会資本総合整備 69,784 16,042 122.0%
社会資本整備総合交付金 30,882 7,319 119.4%
防災・安全交付金 38,902 8,723 124.2%

推進費等 5,279 1,346 119.6%
※[　]の数字は事業費
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北
海
道
開
発
局
は
7
月
12
日
、Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
（
テ
ッ
ク
・
フ
ォ
ー
ス
）

の
ド
ロ
ー
ン
訓
練
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
昨
年
度
に
続
き
2
回
目
と
な
る
も
の

で
、今
回
は
初
め
て
災
害
発
生
を
想
定
し
ま
し
た
。
本
局
と
オ
ン
ラ
イ
ン
で
接

続
し
、担
当
者
か
ら
の
指
示
な
ど
を
受
け
な
が
ら
、同
局
職
員
が
実
践
的
な
撮
影

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
職
員
か
ら
は
「
災
害
時
に
は
正
確
な
情
報
を

把
握
す
る
こ
と
で
い
ち
早
い
復
旧
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
学
ん
だ

こ
と
を
職
場
で
も
共
有
し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

開
発
局
で
は
昨
年
度
、Ｔ
Ｅ
Ｃ-
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
に
被
災
状
況
調
査
班

を
設
置
し
、自
然
災
害
が
発
生
し
た
時

に
は
、被
災
の
状
況
を
い
ち
早
く
把
握

す
る
た
め
に
、ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
技

術
向
上
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
日
の
訓
練
会
に
は
、全
道
の
開

発
建
設
部
か
ら
若
手
・
中
堅
職
員
15
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
実
技
訓
練
は
豊
平

川
札
幌
地
区
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
そ
ば

の
河
川
敷
で
行
い
ま
し
た
。
職
員
は
、

講
師
役
の
請
川
博
一
レ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
本
社
・
旭
川
）代
表
ら
の
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
後
、操
作

と
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
本
局
と
の
交
信
、

飛
行
状
況
や
安
全
確
認
な
ど
を
担
当

す
る
3
人
1
班
で
実
技
を
開
始
し
、本

局
の
担
当
者
か
ら
、撮
影
個
所
の
ア
ッ

プ
や
角
度
の
調
整
な
ど
の
具
体
的
な
指

示
・
要
請
な
ど
を
受
け
な
が
ら
10
分
程

度
ド
ロ
ー
ン
操
作
と
撮
影
を
実
施
し
ま

し
た
。

訓
練
後
に
は
、請
川
代
表
か
ら
「
離

着
陸
の
際
に
は
ド
ロ
ー
ン
の
位
置
な
ど

を
周
囲
の
人
に
し
っ
か
り
と
伝
え
る
こ

と
で
安
全
確
認
が
で
き
る
」「
長
時
間

に
わ
た
っ
て
撮
影
す
る
と
デ
ー
タ
容
量

が
重
く
な
る
」な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、参
加
し
た
職
員

か
ら
は
「
本
局
か
ら
の
撮
影
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

実
際
に
必
要
と
さ
れ
る
情
報
が
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
か
を
実
践
的
に
知
る
こ

と
が
で
き
た
」「
自
然
災
害
発
生
時
に

は
現
地
の
状
況
を
い
ち
早
く
把
握
す
る

こ
と
で
早
期
の
復
旧
に
つ
な
が
る
。
今

日
学
ん
だ
技
術
や
知
識
を
職
場
の
仲
間

と
共
有
し
た
い
」な
ど
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

午
後
か
ら
は
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

で
、実
技
訓
練
で
撮
影
し
た
ド
ロ
ー
ン

の
映
像
に
つ
い
て
、班
ご
と
に
発
表
や
解

説
を
行
い
、改
善
点
な
ど
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、イ
ン
フ
ラ
Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用

促
進
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

災害発生を想定しドローンの訓練会を実施

2023年10月号 14

開
発
局
が
職
員
対
象
に

Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
ド
ロ
ー
ン

訓
練
会
を
実
施



北
海
道
土
木
技
術
会
建
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
委
員
会
（
委
員
長
・
高
野
伸

栄
北
大
大
学
院
工
学
研
究
院
教
授
）は
8
月
8
日
、ホ
テ
ル
マ
イ
ス
テ
イ
ズ

札
幌
ア
ス
ペ
ン
で
建
設
経
営
小
委
員
会
の
勉
強
会
を
開
催
し
、北
海
道
労
働
局

な
ど
の
県
警
行
政
機
関
や
団
体
が
、働
き
方
改
革
法
や
2
0
2
4
年
問
題
な
ど

に
つ
い
て
話
題
や
取
組
を
紹
介
し
ま
し
た
。

北
海
道
労
働
局
労
働
基
準
部
監

督
課
の
小
山
治
彦
監
察
監
督
官

は
、来
年
4
月
か
ら
適
用
と
な
る
建
設

業
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い

て
、災
害
復
旧
と
除
排
雪
が
対
象
外
と

な
る
こ
と
を
説
明
し
た
上
で
「
36
協
定

を
結
び
、必
要
な
届
け
出
を
行
え
ば
適

用
対
象
外
と
な
る
が
、社
員
の
健
康
管

理
な
ど
を
し
っ
か
り
と
行
う
こ
と
が
基

本
」と
、働
き
方
改
革
の
本
来
の
目
的

を
強
調
し
ま
し
た
。

こ
の
日
の
勉
強
会
に
は
、小
山
監
察

監
督
官
の
ほ
か
、
北
海
道
開
発
局
の

山
中
重
泰
技
術
管
理
課
長
補
佐
、北
海

道
測
量
設
計
業
協
会
の
渡
辺
亮
会
長
、

北
海
道
建
設
業
協
会
の
渡
部
明
雄
常
務

理
事
が
講
師
と
な
り
、働
き
方
改
革
法

や
2
0
2
4
年
問
題
な
ど
に
つ
い
て
、そ

れ
ぞ
れ
の
取
組
な
ど
を
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
な
ど
に
基
づ
き
紹
介
し
ま
し
た
。

小
山
監
察
監
督
官
は
、建
設
業
の
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
に
つ
い
て
解
説

し
、「
こ
れ
ま
で
は
労
働
時
間
だ
け
で

管
理
し
て
い
た
が
、今
後
は
従
事
し
た

労
働
時
間
が
通
常
の
作
業
な
の
か
災
害

な
の
か
を
区
分
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
、そ
れ
ら
の
作
業
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
」─
な
ど
と
説

明
し
ま
し
た
。

山
中
補
佐
は
、開
発
局
が
取
り
組
ん

で
い
る
建
設
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革

や
生
産
性
向
上
の
取
組
を
紹
介
し
ま
し

た
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ

Ｍ
活
用
な
ど
に

よ
る
生
産
性
向

上
を
官
民
が
一

体
と
な
っ
て
進

め
て
い
く
こ
と

が
重
要
と
話
し

ま
し
た
。
渡

辺
会
長
は
、
会

員
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
見
る
働
き

方
改
革
の
現

状
な
ど
を
紹
介

し
「
役
職
員
の

意
識
改
革
に
よ

り
、
残
業
時
間

が
か
な
り
減
っ

て
い
る
事
例
が
見
ら
れ
る
」と
述
べ
ま

し
た
。
渡
部
常
務
は
会
員
企
業
の
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、9
～
12
月
に

か
け
て
残
業
時
間
が
多
く
な
る
傾
向
を

示
し
「
労
働
時
間
の
上
限
規
制
へ
の
対

応
は
企
業
だ
け
で
は
な
く
、公
共
・
民

間
発
注
者
の
理
解
が
不
可
欠
」と
強
調

し
ま
し
た
。

北海道労働局の小山監察監督官が2024年問題を解説しました
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第
9
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画

最
終
と
り
ま
と
め

─ 
計
画
の
目
標
実
現
に
向
け
連
携
体
制
を
構
築

国
土
交
通
省
北
海
道
局
は
7
月
18
日
、国
土
審
議
会
北
海
道
開
発
分
科
会
の

第
9
回
計
画
部
会
を
開
催
し
、第
9
期
北
海
道
総
合
開
発
計
画
の
報
告
案
を
審

議
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
や

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
立
地
な
ど
の
先
端
産
業
拠
点
形
成
に
関
す
る
表
記
な
ど
を
追

加
し
ま
し
た
。
ま
た
、計
画
に
掲
げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、開
建
や
地
方
公

共
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
に
よ
る
「
地
域
共
創
チ
ー
ム
」の
設
置
を
明
記
し
て
い

ま
す
。

計
画
策
定
に
向
け
て
は
、ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
政
策
な
ど
、社
会
経
済
情

勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、前
倒
し
て

策
定
す
る
こ
と
を
決
め
、2
0
2
2
年

3
月
か
ら
計
画
部
会
で
の
議
論
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
お
お
む
ね
10
年

間
を
計
画
期
間
と
し
て
設
定
し
て
い
ま

す
。
計
画
の
目
標
に
は
「
我
が
国
の

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
北
海
道
」と

「
北
海
道
の
価
値
を
生
み
出
す
北
海
道

型
地
域
構
造
」と
い
う
2
つ
を
掲
げ
、北

海
道
の
強
み
と
し
て
、食
と
観
光
に
加

え
て
、脱
炭
素
社
会
実
現
に
貢
献
す
る

北
海
道
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
目
標
で
は
、再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
関
し
て
、北
海
道
が
豊
富
な

賦
存
量
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
具
体
的

な
数
値
で
表
現
し
、先
端
産
業
拠
点
の

形
成
で
は
、東
京
圏
や
大
阪
圏
を
補
完
・

代
替
す
る
第
三
、第
四
の
中
核
拠
点
と

し
て
整
備
を
進
め
、我
が
国
の
国
際
的

な
デ
ー
タ
流
通
の
ハ
ブ
と
し
て
の
機
能

強
化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
と
追
記

し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
部
会
で
は
計
画

の
進
め
方
と
し
て
①
計
画
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
②
計
画
の
地

域
展
開
③
官
民
共
創
の
推
進

─
の
3
つ
の
方
向
性
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
①

で
は
、主
要
施
策
に
対
し
て
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
指
標
を
設
定

し
て
進
捗
状
況
を
点
検
し

ま
す
。
②
で
は
、圏
域
ご
と
に

「
地
域
づ
く
り
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
計
画
の
「
地
域
版
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
ま
す
。

③
で
は
、計
画
の
目
標
実
現

に
向
け
て
、開
建
や
地
方
公

共
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
教
育
機

関
な
ど
に
よ
る
「
地
域
共
創

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
ま
す
。

同
チ
ー
ム
は
地
域
の
ニ
ー
ズ

や
テ
ー
マ
に
応
じ
て
編
成
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
活
用
な
ど
に

よ
り
生
産
空
間
の
維
持
・
発

展
を
目
指
し
、こ
れ
ら
の
取
組
を
「
地

域
づ
く
り
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」に
反
映
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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北
海
道
開
発
局
は
2
0
2
4
年
度
に
、糠
平
ダ
ム
と
雨
竜
第
二
ダ
ム
の
再
生
事

業
を
進
め
る
計
画
で
す
。
い
ず
れ
も
堤
体
を
か
さ
上
げ
す
る
も
の
で
、総
事
業
費

に
8
7
3
億
円
を
見
込
む
糠
平
ダ
ム
は
実
施
計
画
調
査
に
入
り
、堤
体
の
調
査
な

ど
を
進
め
ま
す
。
雨
竜
川
ダ
ム
再
生
事
業
と
し
て
予
定
し
て
い
る
雨
竜
第
二
ダ
ム

は
本
体
着
工
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
2
0
2
4
年
度
北
海
道
開
発
予
算

概
算
要
求
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

糠
平
ダ
ム
は
、十
勝
川
水
系
河
川

整
備
計
画
の
変
更
に
際
し
て
、

十
勝
川
の
治
水
対
策
と
し
て
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
。
同
ダ
ム
は
音
更
川
上
流

に
大
林
組
が
施
工
し
1
9
5
6
年
に
竣

工
し
た
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム
で
、

2
0
2
1
年
度
土
木
学
会
選
奨
土
木
遺

産
に
も
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
規
模
は
、堤
高
76
ｍ
、堤
頂
長

2
9
3
ｍ
、堤
体
積
46
万
㎥
、有
効
貯
水

量
1
億
6
、0
5
0
万
㎥
と
、
有
効
貯

り
替
え
、河
道
掘
削
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
再
生
事
業
の
総
事
業
費
は

4
4
9
億
円
を
試
算
し
、こ
の
う
ち
、ダ

ム
か
さ
上
げ
の
工
事
費
に
は
2
1
3
億

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

水
量
で
は
夕
張
シ
ュ
ー
パ
ロ
ダ
ム
、雨
竜

第
一
ダ
ム
に
次
い
で
道
内
3
番
目
の
能

力
を
持
ち
ま
す
。
か
さ
上
げ
は
6
ｍ
を

想
定
し
、事
業
費
に
は
8
7
3
億
円
を

試
算
し
て
い
ま
す
。
2
0
2
4
年
度
は

堤
体
調
査
な
ど
を
行
い
、着
工
に
向
け

た
準
備
作
業
を
進
め
ま
す
。

雨
竜
第
二
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
雨
竜

川
ダ
ム
再
生
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
す
。
同
ダ
ム
の
か
さ
上
げ

と
同
第
一
ダ
ム
の
洪
水
調
整
容
量
の
振

第
二
ダ
ム
は
堤
高
35
・
7
ｍ
、
堤
頂

長
2
3
0
ｍ
、堤
体
積
9
万
3
、0
0
0

㎥
。
再
生
事
業
で
は
、堤
高
を
3
・
8

ｍ
か
さ
上
げ
し
て
39
・
5
ｍ
と
し
、総
貯

水
量
は
2
、4
1
0
万
㎥
と
な
り
ま
す
。

新
た
な
洪
水
調
節
容
量
に
対
応
す
る
た

め
、堤
体
中
央
部
に
大
規
模
な
放
流
設

備
な
ど
も
整
備
し
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
は
工
事
用
道
路
に
着
工
し
、

2
0
2
4
年
度
は
堤
体
着
工
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

糠平ダム

雨竜第二ダム
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糠
平
ダ
ム
と
雨
竜
第
二
ダ
ム
の

堤
体
か
さ
上
げ
を
推
進

─ 
北
海
道
開
発
局



コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
（
本
部
・
札
幌
）

や
北
海
道
電
力
（
本
社
・
同
）な
ど
民

間
11
社
と
、北
海
道
、札
幌
市
な
ど
自
治

体
6
団
体
が
共
同
出
資
し
て
い
る
北
海

道
は
ま
な
す
食
品
（
本
社
・
北
広
島
市
）

の
新
工
場
が
7
月
24
日
か
ら
稼
働
を
始

め
ま
し
た
。27
日
に
は
開
設
セ
レ
モ
ニ
ー

と
新
工
場
で
生
産
し
た
、納
豆
を
積
ん

だ
ト
ラ
ッ
ク
の
出
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。新

工
場
は
江
別
市
西
野
幌
4
9
7－

25
に
、平
屋
建
て一
部
3
階
建
て
、延
べ

床
面
積
約
6
、3
6
2
㎡
の
規
模
で
建

設
し
ま
し
た
。
旧
工
場
で
利
用
し
て
い

る
機
械
を一部
移
設
し
た
ほ
か
、包
装
や

段
ボ
ー
ル
に
詰
め
込
む
工
程
な
ど
に
自

動
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
生
産
能
力

は
1
日
約
4
万
パ
ッ
ク
か
ら
倍
増
、約

8
万
5
、0
0
0
パ
ッ
ク
ま
で
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
輸
出
用
の

40
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
に
は
、段
ボ
ー
ル

1
、8
5
0
ケ
ー
ス
を
積
み
込
む
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、従
来
は
手
作
業
の
た

め
1
、8
5
0
ケ
ー
ス
を
用
意
す
る
の

に
1
週
間
が
必
要
で
し
た
が
、1
日
半

に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

国
内
で
は
、コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
向
け
以

外
に
も
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー

向
け
や
近
く
始
ま
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
向
け
な
ど
新
規
需
要
も
増
え
て
お

り
、国
内
外
で
の
需
要
拡
大
を
背
景
に

新
工
場
を
建
設
し
ま
し
た
。
新
工
場

は
、豆
腐
や
こ
ん
に
ゃ
く
を
生
産
し
て
い

る
「
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
江
別
食
品
工
場
」

の
隣
接
地
に
あ
り
、投
資
額
は
約
32
億

円
で
す
。

新
工
場
の
玄
関
前
で
行
わ
れ
た
セ
レ

モ
ニ
ー
で
、北
海
道
は
ま
な
す
食
品
の

渡
邊
浩
司
社
長
は
、「
納
豆
の
持
つ
健

康
パ
ワ
ー
を
北
海
道
か
ら
世
界
の
国
々

に
届
け
る
を
合
言
葉
に
、当
社
の
新
し

い
時
代
の
幕
開
け
に
し
た
い
」と
挨
拶
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く
す
玉
割
り
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、工
場
裏
手
の
出

荷
ヤ
ー
ド
前
で
の
出
発
式
で
、吉
﨑
淳

工
場
長
は
「
新
工
場
か
ら
コ
ー
プ
さ
っ

ぽ
ろ
全
店
に
向
け
た
初
出
荷
と
な
る
。

安
全
、安
心
な
製
品
を
提
供
で
き
る
よ

う
、障
が
い
者
を
含
め
て
従
業
員一同
頑

張
り
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
札
幌
駅
北
口
で
進
め
ら
れ
て
い

る
、北
8
西
1
地
区
第一種
市
街
地
再
開

発
事
業
で
あ
る
、「
さ
つ
き
た
8
・
1
」

と
名
付
け
ら
れ
た
複
合
再
開
発
ビ
ル

は
、2
0
2
4
年
4
月
に
開
業
し
ま
す
。

こ
の
う
ち
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
（
本
社
・

大
阪
市
）と
住
友
不
動
産
（
同
・
東
京

都
）、東
急
不
動
産
（
同
）、Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

（
同
）
の
4
社
が
2
0
2
1
年
11
月
か

ら
共
同
で
進
め
て
き
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
札
幌
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
」

に
つ
い
て
2
0
2
3
年
8
月
に
全
戸
を

完
売
し
ま
し
た
。
総
戸
数
は
6
2
4

戸
で
、分
譲
対
象
外
の
82
戸
を
除
い
た

2023年10月号 18

さっぽろ  ニュース  ア・ラ・カルト

まちと人が躍動する札幌圏。この地域ではさまざまな出来事と話題が提供され、それが人々の関心を集め、
それがまち全体の活気を呼び起こしています。「さっぽろニュースア・ラ・カルト」では、そんな「旬な」
話題をご紹介します。

◦ 北海道はまなす食品が江別市に新工場
◦ 「 さつきた8・1」のタワーマンションは完売
◦ 豊平川に北24条桜大橋が竣工

北
海
道
は
ま
な
す
食
品
が

江
別
市
に
新
工
場

道
産
大
豆
の
納
豆
需
要
拡
大

に
対
応

「
さ
つ
き
た
8
・
1
」の

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
は
完
売

芸
術
文
化
の
発
信
拠
点

「
北
八
劇
場
」も
整
備

新工場の開設セレモニー。中央が渡邊浩司社長



5
4
2
戸
が
分
譲
対

象
で
す
。
竣
工
は
、

２
０
２
３
年
12
月
の

予
定
で
す
。

「
Ｏ
Ｎ
Ｅ
札
幌
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
タ
ワ
ー
」

は
、地
下
鉄
東
豊
線
、

同
南
北
線
「
さ
っ
ぽ

ろ
駅
」の
新
設
出
入
り
口
（
2
0
2
3

年
12
月
完
成
予
定
）に
直
結
し
ま
す
。

道
内
の
新
築
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
と
し
て

は
高
さ
1
7
5
・
2
ｍ
と
最
高
層
、戸
数

も
最
大
の
地
上
48
階
建
て
タ
ワ
ー
マ
ン

シ
ョ
ン
で
す
。
一般
分
譲
住
戸
は
、1
Ｌ

Ｄ
Ｋ
か
ら
4
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
間
取
り
を
設
け

ま
し
た
。
販
売
価
格
は
5
、1
6
0
万

円
か
ら
5
億
円
で
、1
億
円
以
上
の
住

戸
は
1
3
0
戸
で
す
。
契
約
者
の
年

代
は
、50
代
以
上
が
約
70
％
、40
代
が

約
20
％
、30
代
が
約
10
％
。
家
族
数
は

1
人
～
2
人
が
約
80
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
道
内
居
住
者
は
約
60
％
で
、道
外

が
約
40
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1
階
ラ
ウ
ン
ジ
は
二
層
吹
き
抜
け

で
、5
階
に
は
、テ
レ
ワ
ー
ク
も
で
き
る

個
室
ブ
ー
ス
を
備
え
た
「
オ
ー
ナ
ー
ズ

ラ
ウ
ン
ジ
」の
ほ
か
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ラ
ウ
ン
ジ
」
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
23
～
24
階
に
は
「
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
」
を
6
戸
、29
階
に
は
眺
望
を
楽
し

む
「
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
」を
用
意
す
る

な
ど
、充
実
し
た
共
用
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
施
設
の
1
～
3
階
は
商
業
施

設
、2
階
・
3
階
に
は
芸
術
・
文
化
の

新
た
な
活
動
拠
点
と
な
る
「
北
八
劇

場
」（
2
2
6
席
）が
、2
0
2
4
年
春

に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

8
月
4
日
の
「
橋
の
日
」に
合
わ
せ

て
、豊
平
川
に
架
か
る
36
番
目
の
道
路
橋

「
北
24
条
桜
大
橋
」
が
供
用
開
始
し
ま

し
た
。
建
設
開
始
か
ら
11
年
、東
区
と

白
石
区
を
結
ぶ
新
た
な
橋
の
開
通
で
、

交
通
環
境
や
地
域
環
境
が
大
き
く
変
わ

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

北
24
条
桜
大
橋
は
、環
状
通
の
環
状

北
大
橋
と
札
幌
新
道
の
豊
水
大
橋
の
中

間
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
宮
の
森
・
北

24
条
通
が
豊
平
川
で
行
き
止
ま
り
と

な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、環
状
北
大

橋
と
豊
水
大
橋
を
渡
る
自
動
車
は
1
日

5
万
台
を
超
え
る
な
ど
渋
滞
が
慢
性
化

し
て
い
ま
し
た
。

札
幌
市
は
2
0
1
3
年
か
ら
工
事

に
着
手
し
、
建
設
地
点
の
川
幅
は
約

2
7
0
ｍ
と
広
い
た
め
、市
で
は
事
例
が

少
な
い
送
り
出
し
架
設
工
法
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。
送
り
出
し
架
設
工
法
は
、

橋
桁
と
な
る
鋼
桁
を
送
り
出
し
て
橋
梁

を
据
え
付
け
る
工
法
で
、今
回
は
全
5

回
、1
、7
0
0
ｔ
の
鋼
桁
を
1
4
0
ｍ

送
り
出
し
ま
し
た
。
こ
の
工
法
で
は
、

送
り
出
し
桁
の
先
端
に
手
延
べ
機
（
安

全
に
送
り
出
す
た
め
の
機
材
）を
取
り

付
け
て
行
う
の
が一般
的
で
す
が
、今
回

は
送
出
し
後
に
手
延
べ
機
を
解
体
す
る

場
所
が
確
保
で
き
な
い
た
め
、鋼
桁
の

強
度
を
高
め
て
、手
延
べ
機
を
使
わ
な
い

工
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の
工
法
は

全
国
的
に
珍
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
日
、橋
上
で
行
わ
れ
た
開
通
式

で
秋
元
克
広
市
長
は
、「
10
年
以
上
の

歳
月
を
か
け
て
完
成
し
た
こ
の
橋
が
、

東
区
と
白
石
区
を
結
ぶ
新
た
な
大
動
脈

と
な
り
、市
内
物
流
の
効
率
化
促
進
と

と
も
に
両
区
の
連
携
が
活
発
に
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。
マ
チ
の
新
た
な
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
定
着
し
、市
民
に
長
く
愛

さ
れ
る
こ
と
を
祈
り
た
い
」と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

続
い
て
、施
工
者
を
代
表
し
て
岩
田

地
崎
建
設
（
本
社
・
札
幌
）の
岩
田
圭

剛
社
長
は
、「
全
国
で
も
例
が
少
な
い

難
易
度
の
高
い
工
事
だ
っ
た
が
、事
故
な

く
本
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
橋

は
暮
ら
し
に
密
着
し
、豊
か
な
生
活
を

支
え
る
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
。
人
と
人
、

地
域
と
地
域
を
繋
ぐ
架
け
橋
と
し
て
長

く
愛
さ
れ
続
け
る
こ
と
を
祈
る
」と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
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豊
平
川
に
北
24
条
桜
大
橋
が

竣
工

着
工
か
ら
11
年
、地
域
と

人
を
結
ぶ
シ
ン
ボ
ル
に

来年4月に開業する「 さつきた8・1」

「北24条桜大橋」の開通式



連載コラム 驚きと発見、そして北海道愛へ

今、「ほっかいどう学」が熱い！！

認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム 新保元康 理事長

除雪こそ世界に自慢できる技である！

Profile：新保 元康（しんぼ・もとやす） 
1958年小樽市生まれ。北海道教育大学卒業後、札幌市内の小学校に37年間勤務。
4校で校長を務め定年退職後、2019年に発足したほっかいどう学推進フォーラム理事長に就任、現在に至る

▶　�「企業向けよろず情報誌KISETSU」10月号をお届けします。今号では札幌北広島環状線の橋梁建設や清田区民センター移転建
替へ基本計画策定、札幌市建設局の夏休み親子土木施設見学ツアーなど、皆様がご興味を持つ話題をご提供しています。

▶　�記録的な猛暑もようやく峠を越え、秋の気配が深まっています。朝晩は肌寒く、あの猛暑が少しだけ懐かしくなります。でも、猛暑
の年は大雪に、という過去の記録もあります。万全の備えをしながら、間もなく訪れる冬を乗り切りたいものですね。
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編 集 後 記

この夏は暑かった！9月に入っても
北海道が暑いなんて、どうなっているので
しょうか。こうなると、「雪よ、今こそ降っ
てくれ！」という気持ちにもなるというもの
です。そこで、今回は、ちょっと早いので
すが、雪のお話をするとしましょう。
実は以前から温めている私の妄想を

ご紹介します。
「北海道の最高の自慢は除雪であ
る！」
こんなことを言えば、気がおかしくなっ
ているのではと思われる方も多いかと思
います。でも、私は本気でそう思ってい
ます。
札幌市には、毎冬およそ5メートルの
雪が降ります。毎日降る雪を足し算する
と5メートルになるのです。これだけ雪
が降るところには人は住まないのが世界

の常識。そこに200万人が生活している。
これだけでもはや世界の奇跡です。一
戸建ての家庭では5種類程度の雪かき
道具を揃えているのではないでしょうか。
雪の状況に応じて使い分け、見事に玄関
前をきれいにする。当たり前だけどかっ
こいいですよね。しかも、冬の除雪中に
はご近所の会話が増えます。さらに、除
雪は、ダイエットにも最高だといいます。
コミュニティのきずなを強め、ますます元
気になる素、これが北海道の除雪なの
です。
北海道には、高規格幹線道路が約

700km、一般道が約88,000kmあるそう
です。ここに雪が降ればたちどころに除
雪作業が行われます。夜に大雪が降っ
ても、朝の通勤時間帯にはすっきりした
道路になっている。平気に通勤できるし
物流も止まらないのは、この除雪のおか

げです。
この除雪作業は、神業です。
短時間に相当な距離を除雪するため

には、スピードが必要。雪が降っている
ので視界はもちろん十分ではありませ
ん。しかし、道路もその周辺の構造物も
傷めることもなくきれいに雪だけを運び
去る！そして、だれにも気づかれることな
く、夜明けとともに去っていくオペレーター
のみなさん。こんなかっこいい仕事が他
にあるでしょうか。
この私たちの冬の暮らしぶり、除雪作
業、これは世界中でも、おそらく北海道だ
けの宝なのではないでしょうか。誰も見
たことのない、最高のかっこよさがここに
あるのです！
インバウンドが復活してきました。海
外の皆さんには北海道に来ていただき、
この除雪作業のすばらしさをぜひ見てほ
しいと思います。できれば体験もしてほ
しい。他では絶対に味わえない最高の
体験にみなさん感動するはずです。「除
雪観光」ぜひやってみたいなあ！

素早く雪だけを削り取る神業除雪 夕陽に照らされる巨大な雪堆積場での作業


